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二

と
い
う

「機構

信
仰」

論
ーか

ら
、
免れ

て
い
る
のだ

ろ
う
か
。
戦争か

平和

かに関す

る国

民自身の

手
に
よ
る
「
デ
モ
ク
ラテ

ィ

ッ
ク

・コ

ン
ト

ロ
ー

ル
」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　
　

を
呈
示し

てい

るの

だ
ろ
う
か
。
文民

統
制
が
軍
備
管
理
に
も
似て

、
民
軍関

係

と
し
て
軍拡

の
か
く
れ
みの

にも

、
軍縮

の
ための

文民的指

導
力
発
揮の

メ

カ
ニ
ズ
ム
にも

な
り
うると

い
う
指
摘
を
念頭

に
し
て
、
以
下
の
発展

途上国

のケ

ー
ス分

析の

紹
介
に
入
りた

い
。

正

　

樹

（ １）

福
島
新吾

『日本の

「防
衛
」
政
策
』
東京大学出

版会

・
一 九七

八
年・一

七
四

　

ー一 八

〇
頁
。

（２
）
北海道比

較憲

法
研
究会

「文民統

制
を
め
ぐ
る比

較憲

法的

考
察
」
法律

時
報

一

　

九
七五

年臨時

増
刊

『憲
法
と平

和主義

』
所
収

・
一 六一

頁

（深
瀬
忠一 教授

執筆

　

部分）

。

（ ３

）福

島

・
前
掲書一 七九頁

。

（４
）
深瀬

忠

一
『長沼裁

判
における

憲法の軍

縮
平
和主義』日本評論社

・一

九七

　

五
年

・
一 六ニ

ー一

六
三
頁
参
照
。

（５）山

口定

「不
安
の
政治化と反

動
の
顔
」
世界

一
九
七
九
年一

月
号・

八
三頁

はこ

　

の
点
を強

調
す
る
。

（ ６）

深
瀬

・
前
掲
注（

２
）一 八二

頁
。

稲

一

　

軍
部の文

民統

制ー

神話

と
現
実

（ Ｏ 瓦

に
島国

．
三色号

し
「・）

筆
者は軍

部のク

ー
デ
タ
ー
の研究

よ
り
も
、
文
民
統
制
の
ため

の
手
段
を

示
す
こ
と
は
難
し
い
とす

る
。
それ

は
、
①文民統

制
が
単一の

で
き
ご
と
で

あるよ

りはむ

し
ろ

一 連

の
関係

で
あ

っ
て
、
明
確
さに

欠
け
て
おり

、
②
文

民
統
制
の
核
心
が
学
者
の
通
常
の範囲

か
ら
離れた政

府の

回
廊内

で
おこ

っ

ており

、
⑧
時と

共に変化

す
る性質を持

っ
て
い
るか

ら
で
あ
る
と
言
う
。

ウ
ェ
ル
チ
によ

れ
ば
、
文
民
統
制
の
性
質

・
範
囲
は
、
文
民の

政治

制
度の強

さ
と軍

事
制
度の

政治

的強さ

の
間
の
変
動
す
る
均
衡
を
反
映
す
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
軍
人

・軍

部が

政府

の
定
める

適
切
な
責任

領
域
を
受
容
す
る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　
　

よう

な限界

を画す

ること

が
、
文
民
統
制
に
と
っ
て肝

要
と
な
る
。

　

文
民
統
制
の実際を研

究
する

ア
プ
ロ
ー
チには

、
①
特
に

「プ
ロフ

ェ
ッ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
中
に
組
み
込ま

れ
た
心理

的
諸
要因

を
参
照
し
て
、
軍
内

部の

働
きに焦点をあてるもの

、
②
政府の

パ
ー
スペク

テ
ィ
ヴ
か
ら
出発

し
て
、
軍を

協
調・

中
立
化させ

るた

めの

装置

食
の
ｓ
ｎ標
）を強

調
す
る
も

　 　 　 　

　

　

　

　

　

の
が
あ
る
。
文民統

制
は
政
治
の
中

へ
の軍部の

包
摂
とい

う文

脈
の
中
で
常

に生起するもの

で
あ
り
、
そこ

で
は両者

の
関係

に
ついて次

のよ

う
な
連

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　　

続体

が
考
え
ら
れ
る
。
①
政
治
に
おける軍部

の影

響（

文
民
統
制
）、
②政

治

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ず５
｝

パ ー

　

ト

　

ナ ー

における軍

部の参

加
、
③
軍部

による政治の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル（

提
携
者
と

　 　

　

　

　

　

　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 　

共
に
）、
④
軍部

に
よ
る政治

の
コ
ン
ト
ロー

ル

（提
携
者無

し
に
）。

　

ウ
ェ
ル
チ
は
次
に
、
現
在ま

で
用
いら

れ
てい

る
文
民
統
制
の
五
つの

手
段

に
つい

て概

観
す
る
。

　

の

　

第

一
は
軍部

の
政治

的
影
響に

対
す
る
憲
法上の

拘
束
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
指揮

権の

責務

を
国家元首

に付与するタ

イ
プ
が
あ
る
。
国家

元
首
が

文民出身

者
で
あ
る
限
り
、
彼
の
個
人的

指揮

権は

文
民
統
制
の
外見

（く の

口
程
二を

与
えるの

で
あ
る
。
次
に立法

府
に
権
限
を
付
与
す
るタ

イ
プが

あ

る
。
し
か
し
立法

府
の
調査権は

、
「政治

」
問
題
と

「
軍事

」
問
題
の区

別
の

困
難さや委

員
会
調査

員
の不足

に
加
えて

、
軍部へ

の親密

な
共感

を
示
す

議
員
も
あり

、
重
大な障害

を
蒙
っ
て
い
る
。
宣
戦
布
告権の

立法機

関へ

の

留
保
に
つ
い
て
も
、
布
告
は
稀
で
あ
りそ

の
重
要
性
は
と
るに

足らな

いも

の

で
あろ

う
。
また一 般的な

予
算の

監
督
権は

強
力
なも

の
で
は
あ
る
が
、
多

く
の点

で
粗
雑
で
あ
る
。
従

っ
て憲法上

の
拘
束に焦点をあ

て
ても

、
影と

実
質
とを混

同す

る
危
険が

あ
る
。

　

の

　

第二

は
文民と

軍
部の

リ
ー
タ
ー
の
関
係
に影響

を
与
え
る
帰
属
的
な
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エ ス ニ シ

イ
テ
イ

（鍔ｑ

お
［２
の
）
要因

（例
え
ば
階級・ 種族

性

）で
あ
る
。
帰
属
的要因とは

、

文
民
と軍

部の

リー

ダ
ー
間の

リン

ク
に
基
づ
く
従
属
の手

段
で
あ
る
。
例
え

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　

　

　

ば
階級

に
基づ

く
締
は
、
ハンテ

ィ
ン
ト
ン
の言

う

「主観的

文
民
統制」

の

一 部をな

す
。
こ
の
方
法
によ

り有

効に

軍
隊を

従
属させ

得
る
可
能性

は
、

ど
の
ぐ
らい

あるのか

。
歴
史
的
に
見て

、
一 方

で
は
文
民
と
軍
部
の
リ
ー
ダ
ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ア イ

デ
ン テ

イ
テ
イ
ー

の思

想

・
背
景の

同

一
性
に
よ
り
文民

統
制
が
促
進
さ
れ
た場

合
と
、
他
方文

民社

会
勢
力
と
の融合を防

ぎ
軍部を慎

重に

隔
離
す
るこ

と
によ

り
そ
れが

確保

さ
れ
た
場
合
が
あ
る
。

　

前
者
の
社会勢

力
との

統
合
には三つの変種

が
あ
る
。

一

　

つは軍

隊
の政

治的従

属
を保証

するために

、
エリ

ー
ト
たる

支
配
者
と
司
令官

メン

バ
ー

の同

様
な
背
景
に依

存
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
欧の十九世

紀
後半以前は

「支

配
階級

」
が
政治的軍

事
的
責任

を

一 身

に
担
っ
て
お
り
、
また長子相

続の

慣
習
が
文
民
統
制
を
進めた

。
二
つ
めはフラン

ス・

ロ
シ
ア革

命
が
実証

し

たよ

うに

、
大
衆・

階級を基

盤
と
す
る
政党の発

達
と関連するもの

で
あ

る
。
貴
族支

配の

将校

団
に変

わ
っ
て
、
政治委

員
の
監督

下
に
ブ
ルジ

ョ
ワ

又
は
プ

ロレ

タリ

ア
出
身
とい

う
帰
属
的群

に
基
づ
く
、
新
し
い軍

隊の

発
展

が必

要
と
さ
れ
た
。
三
つ
め
は

「民
族
主
義的

」
感情

を
吹
き
込
み
軍
を
動員

す
る手

段
を
取
る
、
武
装
国家台

誓お

ｂ
台
１ 巴
日
の
）の形

態
で
あ
る
。
今世紀

で
は

一
握
り
の
国に

限
定
さ
れ
てはい

る
が
、
武
装
国
家
は全

面
的
な
参
加
を

手段

に
し
て
安全

を
確保

し
てい

る
。

　

後
者の

分離

によ

り
文
民
統
制
が
確保

さ
れ
る
場
合
は
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
統

治下の植民

地
の
例

（ 旧

英
印軍

・ ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
軍
）
が
あ
る
。
し
か
し
同

様な

過程

が
独
立
国
で
は
皆無と言う訳

で
は
な
く
、
文
民
と
の
広
範
な接

触

か
ら
軍
隊を

隔離す

るこ

と
が
で
き
る
。
以上

の
検
討
に
よ
り
、
帰
属
的
要
因

が
ど
の
程度

十分

に文

民
統
制
を
支
援するものかと

い
う
間
に
対する

答
え

は
、
肯定的

で
あ
る
よ
りは一

層
否定的

なもの

となる

。

　

◎

　

第
三は

、
恐
ら
く
並
列
的
な命

令の階

層
制
を
創
出
するこ

とを通

じ

て
な
さ
れ
る
、
政
党
の
コン

ト
ロ
ー
ル
の
利用

で
あ
る
。
政党

が
革
命的

大
変

動
の

一
産
物
で
あ
る
時
、
党
に
よる軍編

制
の直接的

監督

や決

定
過
程
の
支

配を

通
じ
て
、
文
民
統
制
が
な
さ
れ
るこ

と
は
稀
な
現象

で
ある

。
従来政党

の軍事

支
配
の
研究

は
、
ソ連

と中

国を主

な対象と

し
て
な
さ
れて

き
た
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

｛１３
ｖ

そこ

には

党
と
軍部間に幾つか

の「

矛
盾・ 相

反
」
要
因
が
あり

、
表
面的

には

軍部

統
制
の
戦略は

同
類
の
もの

で
は
あ
る
が
、
な
お
中ソ

間に対照

的

な
点
も
存在する

。
高度

の正

当性

を
具
体
化
し
て
い
る
政
党
を
基
礎に文民

統制

を
発展

させ

て
い
る
非
共
産主

義
国家

と
し
て
、
メ
キ
シ
コの

例
が
ある

。

こ
の
国
で
は軍

人
を
支
配
政党

内
に編

入
する

こ
とを

通
じ
て
、
文
民
統制

が

出現

し
た
。
他
方
軍隊を一 政党

に
従
属さ

せよ

う
とする粗雑

で
性
急な

試

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・

　 　 　 　 　 　

″
〕

み
が
、
不
測
の結果を

引
き
起
こすこ

ともあ

る

（ガ
ー
ナ
の
事
例
）。
従

っ
て

軍隊

内
部
で
文民統

制
の
適
切
さ
が
広
く
承
認さ

れ
てお

ら
ず
、
又それに

匹

敵
する強

力
な
政
治
制
度
が
な
け
れ
ば
、
政党機

構

へ
の
従
属
を
望
ん
で
も
予

期せ

ぬ
結
果
と
な
る
。

　

④

　

第四

は
、
比
較
的
小
規模

で
限られ

た責

任
し
か
ない

軍隊の維持を

可
能に

す
る
、
地
理
的

・ 歴

史
的要因

で
ある

。
ま
ず

一
国の軍

隊の政治へ

の関わり

は
、
安
全への

脅
威
の
認識

と
共
に
変化する

。
即
ち
、
①友

好
的

隣
国
に
恵
ま
れ
ている国

、
或い

は
強
力
な同

盟
国や地

理的障壁

に
よ
り安

全
が
保
障
さ
れ得る

国
で
は
、
比
較
的小

さ
な
常備軍

を維持

で
きる

。
②
「天

然
の
」
又はたや

す
く
防衛

で
きる国境地帯

の無い国は

、
侵
略
さ
れ
る可

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　
　

能
性
を縮小

させ

よ
う
と
歴
史
的
に
軍隊

を
拡
張
し
て
い
る
。
③
隣国同

士
が

相
対的

に
力
が
等
し
く
敵
意
を
抱
い
て
い
る
なら

ば
、
兵力

の拡張

・軍隊の

国
民
的
シ
ン
ボ
ル
化や政治的役

割
の
増
大も

起こ

る
が
、
他
方
隣
接国

家
間

の
軍事

力
に
著
し
い不

均
衡
が
あ
れ
ば
、
文民統

制
が
推進

さ
れ
るこ

ともあ

“ る
。

三



四

次
に文民

の
政治

制
度の

強
さ・正当

性
が
文
民
統
制
の
維
持
を可

能
に
す

　 　 　

因
に応

じ
て
、
著
し
く
変
化する

。

るこ

と
か
ら
、
軍
部の

政
治への

干
渉
は特定

の
国の

歴
史
的趨

勢
と
密接に

　 　

④
幾つ

かの

文
民
統
制
の
潜
在的

基
礎の

う
ち
で
最強のもの

は
、
統
治
機
構

関
連
し
てい

ると

言
え
る
。
従

っ
て
寺

疋
の
仙
況

　

に
文
、
し
た

　 　 　

．
＝

　 　 　 　

の
正
当
性と有

効性

に
由
来
する

も

の
で
あ
る
。

関
連
し
てい

ると

言
え
る
。
従

っ
て特定の

状
況
下
に
発
達
し
た
文民

統制

の

規
範

・
手
続を

、
首
尾よ

く
他の

歴
史
的・ 地理的

・ 社

会
的
環境

　

命質

－

［ぢ
釦
の
）
へ
移
植
で
き
る
のか

とい

う
問
題
が
生
じ
る
。
ここ

で
は
、
制
度の

非

公
式
な
行
動
の
期
待
面
よ
りも

、
形
式
的な

組
織
面の方

が
容
易
に
転移

さ
せ

やす

い
。
それ

故

一
連の漸

進的

段
階を

通
じ
て出

現し

た
イ
ギ
リ
ス
におけ

稲
正

　

樹

る
文民統

制
の
倫
理
が
、
幾つかのコ

モ
ンウ

ェ
ル
ス諸国

に
受け

つ
が
れ
て

　

　　　
　

いる

。

　

◎

　

第
五
は
、
軍隊

内部

で
の
従
属倫

理
の
広
範な

受容を

導
く
ところ

の
、

明確

な
軍部の

責任

領
域の設

定
で
あ
る
。
単純

に
言え

ば
、
文
民・ 兵

士
が

適当

と
考
え
る
責任領

域
が
広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど
、
軍
隊
の
積
極的

な
政治

関
与
の可

能性は

大き

く
な
る
。
逆にそ

れ
が
限
定
さ
れれ

ば
さ
れ
るほ

ど
、

文民統

制

への従

属
の
可能

性は大き

く
な
る
。
軍部

から

事
前の

同
意を得

るこ

と
な
く
そ
の
共同

責任を

縮
小
し
よう

とす

れば

、
そ
れ
は
不
平以上

の

結果

即
ち
干渉を招来

す
る
こ
と
もある

。
し
か
し
なが

ら役

割
の
縮小

よ
り

も

一
般
的
で
あるの

は
役
割
の
拡張

で
あ
り
、
そ
れ
はまた職

業
化

（日
鼠
の め
’

塾
ｏ
ｂ
巴持

豊
８
口
）
の

一帰

結

で
あ
ると

見な

す

こ
ともで

き
る
。

最
後
にウ

ェ
ル
チ
は
、
後
述
の
各
章
が
明
らか

にするよ

う
に
、
第
三
世
界

にお

い
て
も
効
果的な

文民統

制
の処

方
義
が
工夫

さ
れ
得
る
と
述べ

、
以
下

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　

の諸

点をも

っ
て
本
章
の結

論と

する

。

①軍

隊
は本

来的

に
政治

制
度
で
あ
る
。

②文民・ 軍

人
間
には相

互作

用
の
連続

体
が
存
在
する

。
その結

果文民

統

制
も
決
し
て絶対的

で
は
な
く
、
軍部

による政治のコ

ン
ト
ロ
ー
ルも

全

面
的
で
は
な
い
。

③文民

統
制
の
性質・

範
囲
は
、
歴
史
的・ 地

理
的・

社会的・ 政

治
的
諸
要

（
１）

の
げ巴
の
ｑ
ロ
さ
褒め

二

ｏ
ー２

① き

く
ｏ
発

豊

切
こ
鹸
巴
０
政治学

教
授
。

（ ２）

ミ
ｏ行ゴ

ー
轡
；
｛２日

ｇ

ｏ
ｏ
三
日
一
ｏー
誓
の
ｇ－ 厚

賢
く
＝
ｇ

９

巨
Ｑ
閃
の
巴
［く
も．
ヨ

　

ミ
の
斤
戸

の
Ｑ
Ｊ
Ｏ 〜 誓言

ミ
Ｏ
Ｓ
マ
良
ミ
ぷ
ミミき

き

Ｐ
Ｎ
（以下

本書か

ら
の
引
用
は
括

　

弧
内
に
ペー

ジ
数の

み
を
記
す
。
）彼

はここ

で
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
の
、
「文民統

制
と

　

は政府

によ

る
軍
部の

コン

ト
ロ
ール

で
あ
る
」
と
いう

端
的な定

義
を
引
用
する

。

　

の
ｍ 日

毎
一
℃
．
出
口 ロ

ロ
ロ 舞

ｏ ｂ
ｔ
ｏ
き”

□
伽
コ
ｎ
ｏ ロ
ロ
Ｏ
一
Ｏ
『
守
の
耳際

［巴
く
”
＞↓

の
Ｏ べ の

ロ
（ が
－

　

粋
讐
① 日ｇ

鴬
．
日出鬼

自

国 己

ｍ ロ
ー
の
当ー

ロ の
こ
．
国 巨

費の く

の戸

巨
Ａ
ｇ
ｏ
「ユ
の
訂
ｓ
ｏ
く
一員

　

Ｏ
Ａ
の
；
℃
Ｏ
黛ド

ロ
閃き

ぬ
８
、

ｂ勾象

札
ミ
ミ

ぎ登

ぬ
ｓ
Ｑ
無
傷
賞
誉
き

〇
市
ｂ ８

卿
勺
「の の

　 　

　
　 　
　 　
　
　 　 　

　

　
　
　 　 　

　

（ ３）この

ア
プ
ローチの

一 方

だ
け
で
はな

く
、
①
の
内部

的要因

と
②
の
環
境
的要因

　

の
両方の

考
察が

必
要
で
ある

。
（ロ
ビ

（４）

文民

統制

の

「正常

な
」
形
態
で
あ
り
、
幾
つ
か
の
西
洋の

民
主主

義
国家

やある

　

種
の発展

途
上国

に
見ら

れ
る
。
軍
人
が
政治か

ら
排除

さ
れ
て
は
いな

い
が
、
軍部

　

と
政治の

役
割
の
間
に
は
明
白

・
完
全
な
境
界が

存
在
する

。
裸
の
強
制力

とい

う事

　

実
で
は
な
く
、
専門

知
識
や
技
術
上
の
責任に

よ
り影

響を

及
ぼ
す
。
（８
．
Ｗ
Ｉ
めし

（ ５）

①
と
は
別
種のも

の
で
は
な
く
程度

の
違
い
で
あ
る
が
、
軍部の

ロ
ビ
イ
ン
グ
が
「恐

　

喝
」に

変わ

ることもあ

る
。
（の
．
回勺

ヨ
四
．

ミ
ミミ

ミ
国
務
飛官
急

Ｖ 寿
ぎ結

　

ミ
Ｓ
Ｎ
き
き

き
ｂ
ｏ喜汁

”
℃
の結
こ
日Ｗ

ｏ ｏ
雷
－
－ の
ー跡
目
．
－Ｓ
Ｉ
編め

．）実
際
には

二

　

重
の
権
力
が
存
在
し
てお

り
、
文民

と
軍部

の
リー

ダ
ー
が
共同し

て政

治的決

定
を

　

下す

。
（ロ
．
と

（ ６

）こ

こ
で
は文民統

制
は消滅す

る
。
政
府
は
も
はや軍部

を
監
督
す
る
こと

は
で
き

　

ず
、
軍
隊
が
基
本的論

点
を
決
定する

。
（象賞

．）

（ ７）

③
との

違
いは

、
軍評

議
会（

日
鳥
［巴
く
Ｅ
Ｐ
［即
）が

完
全
に
内部から

リ
ー
ター

を

　

調
達
す
る点

に
あ
る
。
（ロ
．
ｍ．）

（８）

ミ
ド

ロ
．
ｍ
．

（９）他

の
文民

統
制
の
手段

が
ない

所
で
は
、
立法府

によ

る
予算

監
督
が
重大

な緊

張

　

を
導
く
こ
ともある

。
ラ
テ
ン
ア
メリ

カ
で
は

「予
算
割
り
当て

に関する不

満
が
、

　

軍部のク

ー
デタ

ー
を
促進

す
る第

一
の
要
因とな

っ
ている

。
」
ト
く
お
Ｚ
．
ｇ
ｎ
＞＝

① －

　

　　

　

　
　

　

　 　　　

　
　

　

　
　
　

　
　
　　　

　 　

　

　
　　
　　

　
　
　
　　

　
　
　
　
　

　

　
　
　 　 　

　

ｎ
ｅ飛

の
せ
札 薄

い

　

ナ 〜 〜 が

のゴ ー
ロ ー 讐ｏ

Ｐ

（ お

口
霜
『
封
「
刀
の
め 窪誓

コヨ

の
Ｏ
Ｑ
色め

く
呉
の 日

の
」
Ｓ
Ｐ



発展途上国における文民統制 Ｈ

　

ロ
．
Ｗ ぬ

（８
・
ー
如
し

（１０
）その

紹
介及

び
客観的文民

統
制
との

区
別に

ついては

、
佐
藤
功教

授
の

「日本

　

国憲

法
に
お
ける安全

保障方

式
と政治機

構
」
（日本平和

学会

『平
和
研究

第
三号』

　

日
本
経営

出版会・一 九

七
八
年
）三六ー

三七

頁
、
同
じ
く

「シ
ヴ
ィ
リ
ア
ン
コ
ン

　

ト
ロ
ー
ルと憲

法
ーハ

ン
テ
ィ
ン
ト
ン
の
論文

を
中
心と

し
て
」
（ 下

山
瑛
二・

高
柳
信

　

一・ 和田

英夫編

『ア
メリ

カ憲

法の現代

的展開２・ 統治

構
造』

東
京
大学

出
版

　

会

・
一
九七

八
年）－

０
八
ー

一

　

一 四頁

を
参照

。

（
１１
）ウ

ェ
ル
チ
は
、
ス
イ

ス・スウ

ェ
ー
デ

ン

・
フ
ィ
ンラン

ド

・
イ
ス
ラ

エ
ル
そ
れ
に

　

北
ベ
ト
ナム

をその

例
に
あげる

。
ｅ
」Ｎ

・） そ

し
て軍

務
に
よ
り
強め

ら
れる

民
衆
の

　

政
治意

識の

相
対
的
な
高
さ
が
、
武
装
国
家
に
と
っ
て
肝
要
で
あ
ると

す
る
。
（ロ
．
品
．）

　

し
か
しなが

ら
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、
ペン

グ
リ
オ
ン
（ｏ
き
氏閃

ｇ
わ
「８
ｂ
） 首相

の影

　

響
力
な
ど
に
よ
り文

民統

制
が
制
度化さ

れたと

彼が

言う

時
、
そこには文

民統

制

　

が
本
来

「軍の毒性

の認

知
の上

で
の
妥
協
の
産
物
」
（太
田
一
男

「文
民
統
制
」
法学

　

セ
ミ
ナ
ー
増刊

『 戦争と

自
衛隊

』

一
九七

八
年・ 三

二七頁）

と
い
う
認
識
は
見ら

　

れ
ず
、
根本的

な
疑
問
が
持
た
れる

。

（１２
）
例
え
ば
一
九世紀

の
ラテンアメ

リ
カは

、
支
配寡頭

制
と
軍司

令
官の

メ
ン
バ
ー

　

間に高

度の種

族
的・ 階級

的同一 性

が
あ
っ
た
が
、
軍
部の

蜂
起
によ

る
政
府の

交

　

代
は
：

五
を
数
え
た
。
ま
た
タ
イ
の
よ
う
に
種
族
的
に
同
質な国

で
も
、
軍部

の干

　

渉
を
経
験
し
て
いる

。
（℃
．
ロ
．）

（１３
）
閃
ｏＢ
巨ｏ

岸
ｏ三
食
－

ｙ 葛

め
ｏｓ
Ｎ〜
ミき

貫
き
室
札ぷ

飛
ｎ
ｏミミミ

きｂ

ｏ
、 せ ふ

℃
『ヨ
‐

　

８
【ｏ
ｂ
－
℃ゴ

ロ
窯
［ｏ ｂ

ｄ巳

＜
四
里
き

℃
昂
綴
」
※－

◆
ロ
．
Ｎ

によ

れば左

の
通り

。ｅ
・
ｍ・）

（１４
）
①革

命
闘
争
期
には

「正規

軍
」
将
校と対

等又は

そ
れ
より

上
位
の権

限を持

つ

　

政
治
委
員
を
置き

、
②
社
会的被抑

圧
集
団
か
ら
下士卒

を
募
集
し
、
③時

には将

校

　

を選

挙
し
、
④
常
備
軍
へ
の
イ
デオ

ロ
ギ
ー
的嫌

悪
感
を持たせる

。
（ロ
．
－の
．）

（１５
）ソ連に

おい

ては

、
コン

ト
ロー

ル
は
主
と
して

将
校に

影響を

与
え教

育
は
多
く

　

下士卒に

向けら

れ
る
。
中
国にお

いては

、
人
民解放軍

は
党
に
対する自

治
を
殆

　

ん
ど
享受

し
てお

らず

、
政治

が
全て

を
包括する

ものと

な
っ
てい

る（ そ

の定

式

エリー

ト
主
義

プ

ロ
フ

ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ルな

自
治

ナ
シ

ョ
ナリ

ズ
ム

社会か

ら
の
超
然

英雄

的
象
徴
主
義

「自
然
な
」
軍
部の特質

平等主

義

イ
デ
オ
ロ
ギ
ーへの

従
属

プ
ロレ

タ
リア

国
際
主
義

社
会
への

包
摂

匿
名
性

党
が
望
む特

質

　

化
と
し
て
、
一 九

二九

年
の古田

会
議
で
の
毛
沢
東
の
演
説

「党内

の誤

っ
た思

想の

　

是正に

つ
いて

」
ー
そのう

ち特に

「 軍

事

一 点

ぱ
り
の観点に

つ
いて

」
が注

目
さ

　

れ
る
）。
また国内

問題

との関係

に
つ
い
て
も
、
ソ
ビ
エ
ト赤軍

が
農
業
集
団化

期に

　

一 歩

身を

退
け
ながら

、
その

後粛清の

犠
牲
者
と
な
っ
たのに

比
べ
て
、
人民

解
放

　

軍
は
農業生産へ

と党幹部に

よ
り定期

的に

召
集さ

れた

。
（ロ ロ

ー の

　

Ｎ
Ｃ

（１６
）カ

リ
エ
ス

（℃ 巨

費８

同 居

の
ｎ 巴

の め
）
将
軍が

革
命
国
民党

（℃
巴
立 Ｑ
ｏ
ｚ
ｍ ｎ
８
嘉
一

　

幻
① ≦

Ｅ
ｎ
β
口 授

８
）
を
創
設
し
た
のに

続

い
て
、
カ
ル
デ
ナ
ス

（ｒ
触
短Ｈ ｏ

ｎ
巴
Ｑ
認
ｍ の
）

　

大
統
領
の
下
で
党
が
再
編さ

れた

時
、
軍
隊
は
四
部
会
構成

の
う
ち一

　

つ
を占

めた

。

　

こ
れ
に
よ
りカ

ル
デ
ナ
ス
は
、
全
ての軍代表

の
選
出
を
コン

ト
ロ
ー
ル
で
きるよう

　

に
な
っ
た
。
第二

次
大戦

後カマ

チ
ョ
（ｇ
当局

－ ＞

く
岳

Ｏ
匝 日

Ｎ ｎ
ｇ
）
大
統
領
は
、
軍

　

部
会
の
廃止

等
によ

り
更
に
政治に

お
け
る
軍部

の役

割
を
削
減
し
た
。

（８
．巴
ー

　

Ｎ Ｎ
．） なおメキ

シ
コ
で
は
他の

多
く
のラテンア

メリ

カ
の
場
合
と異

な
り
、
「文
民優

　

位
の伝

統
が
つ
く
り
出さ

れた

という

の
が定

説
で
ある

」
（ 石

田雄

『メ
ヒ
コ
と
日
本

　

人
ー
第
三
世
界
で
考
え
る
』
東
京
大学出

版会・一

九
七三年

・
二二

一
頁）

と言

わ

　

れ
る
。

（１７
）一

九
五七

年
ガ
ーナ

が
独
立
した

時政

府は

、
政治

に関係

し
ない

と
い
うイ

ギ
リ

　

スの伝統

を
教育さ

れ
た
陸
軍
を
継
承
した

。
し
か
し
エン

ク
ルマ（

ミ当る

　

り 鼻

三日匝

け
）大

統
領
はその

後
、
国
内発

展
の歩

調に

不
満
を覚え

、
潜在

的競争力

　

のある

諸
制
度
を会

議
人民党

（ｎ
ｏ口
尾
口
官
ｏｂ
℃
き
り
帝
の
℃
ｍ 「
葛
） に

従
属
さ
せよう

と

　

試み

た
。
か
く
て
軍部

は
Ｃ
Ｐ
Ｐとエン

クルマ

個
人
への忠

誠
を
負
う
こ
とと

な
り
、

　

つい

に
ク
ー
デ
ター

とい

う
結果

を
引
き
起
こした

。
（ロ ロ
．
Ｎ Ｎ
ー
Ｎ ”
．）

（１８
）
し
か
し
こ
れが

逆
説
的に

、
イ
スラエ

ル
に
見ら

れ
る如く

文
民
統制

を高める

こ

　

と
も
ある

と
言う

。
（ロ Ｐ

Ｎ ム
ー
Ｎ ぴ
・）

（１９
）前者

の
仮
説例

と
し
て
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
、
チ
リ
とペル

ー
、
後
者
の
例に

合

　

衆国と

メ
キシコ

、
メ
キ
シコ

と
グ
ァ
テマ

ラ
の関係

が
あ
る
。
（ロ
．
Ｎ
Ｅ

（２０
）
し
か
しな

が
ら一

九
五八

年に

ビ
ル
マ
・パキ

スタン・

スー

ダ
ン
で
、
「政治は兵

　

士
のた

め
のもの

で
は
ない

」
とい

う
イ
ギ
リ
ス
流の保障

は打

ち砕か

れ
た
。
（口

　

　
　
　　

（２１
）
ここ（

名
」－

ー
鞄
．）
で
ウ
ェ
ルチは

、
軍隊内

の
職
業
化
を
二
種に

区分する

ア

　

ブ
ラ
ハム

ッ
ソン

の
議
論（

帯
口 警

＞
げ
品
忌
日の の

ｏ ｂ
」
東雲

口
さ

気
壌
巻
き

持
ぬ
き
ｓ

　

Ｑ Ｎ
Ｑ
℃
０き
浄 良

ｂ
ｏ ミ
ミ

溶
く ①
Ｈ匂
出
巳
のめ
鐙
の
Ｊ
葛

ｒ
ｏ ｂ
．
Ｎ の
ー
一の
」
餅
．）に
注
目
し

　

てい

る
。
軍
隊の職

業化

が
文
民統

制
を
増
大さ

せる

と
い
う
ハン

テ
ィ
ン
ト
ン
流
の

　

確信

に
対
し
て
、
ア
ブ
ラハム

ッ
ソ
ン及

び
フ
ァ
イ
ナ
ーは明

らか

に
反
対
の立

場
に

　

立つ

。
軍
部の従属

に関

する

職
業化

の役

割
をめ

ぐ
る論

争につ

いて

、
Ｏ
一
ｎ
’
回

　

さ可行

ゴ
ー
ロ
．
巴
且

ユ
訪
日

．
の
一 日
ゴ
ロ

ミミ

結

禰
ｏ
給
ぬ Ｎ

Ｒ如

Ｒ
帝

ヤ
Ｎ 募

袋
〜き
我
ミ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

五



　

Ｏ
きド

ミド欲

登

加
Ｎ賞
〜ｓ
Ｎ
納
２
ｏ Ｈ
ｇ

の 立

日
舞
の
ｂ
Ｃ Ｘ

け
に 「
く
℃
活溌

」
Ｓ
Ｐ
Ｄ ロ

ー の
・ ー
ＮＯ

．

　

ま
た職業

化
が
ハン

テ
ィ
ン
ト
ン
の
主
張す

る
如
く
軍
の
政
治
介入を

禁
止
す
る
唯一

　

か
つ主

要
な
抑止

力
と
は
な
り
えず

、
それ

に
加
えて

「文民

権
力
の
優越

性
原理

」

　

を軍

が
身
につ

け
る必要を

説
く
フ
ァ
イ
ナ
ーの

主張

に
つい

て
は
、
三宅正

樹

「ド

　

イ
ツ
第二

帝
制
の
政軍関

係
」
（佐
藤
栄

一
編

『政
治と軍

事ーそ

の
比
較
史
的研

究』

　

日
本国

際
問
題
研
究所

・
一 九

七八

年
）
六六

ー七

一頁

を
参
照
。

（２２
）
≦
①行
ゴ
ー
言
こ
の書さ

８
富
Ｎ
Ｂ
．
の ぬ
－
の
・

ニ

　

イ
ン
ド
に
お
け
る軍部

の
文民統

制

命
８
旨
ｍ さ

℃
．
０ （ 音

鰍
ゾ

正

　

樹

　

の

　

序
論

　

軍部

に
対す

る
強固

で
安定

し
ま
た厳格な

文民

統
制
が
イ
ン
ド
に
存
在
し

てい

るこ

と
は
、

一

　

つの異

常
な
事態

で
あ
る
。
イ
ン
ド
は経済的

に
後進国

の
最低部

に
位
置
し
、多
言語

・
多
種族社会

で
あ
り
、
カースト

制
度
によ

っ

て
その

地
域
的・

言
語
的
相
違は

一
層
の
紛
糾
を
被

っ
てい

る
。
し
か
し
そ
れ

によ

っ
て
文民

統
制
が
妨
げ
ら
れ
て
は
い
ない

の
で
あ
る
。
また印

パ
両国

の

陸
軍
は
旧
英印

軍

（淳二 房

け甘ｅ

容

姿言

く
）
に
共
通
の
起源

を持

つ
に
も
か

か
わら

ず
、
独
立
後国家権

力
の掌握

に熱意を示

し
た
のは

パ
キス

タ
ン
の

将
軍
達
だ
け
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
は
、
文
民
統
制
の
最
も
厳
し
い
西
欧的基

準

を
さ
え上

回

っ
てい

る
。

　

こ
の
よう

な
イ
ン
ド
の
謎
と
も
言
うべき

事
態
は
、
①
イ
ギ
リ
ス人

か
ら
受

け
継
い
だ

一 連の教

義

・ 理論

・
統
制
機構を

、指
導
層
が
幸運

に
も
利
用
で

き

（
こ
の
点
で
は
パ
キス

タン人も

同
様
）、
②そ

れ
に
加
え
て独

立
以後

現
在

ま
で
、
文民

統
制
の
こ
れら

の
諸
理論

を
容
赦な

く
適
用
し
続
け
て
き
たた

め

で
あ
る
。

稲

　

の

　

歴
史
的
先
例
ー
英
領
イ
ン
ド
に
おけ

る軍部

　

ここ

で
は
、
イ
ギ
リス

人
文
官と英

印
軍
イ
ギ
リ
ス
人
将
校
間の

「
正
常
な
」

関係

の設

立
過
程と

、
亜
大
陸か

ら
の
イ
ギ
リス撤

退に

先
行
するこの

過程

内への

イ
ン
ド
人任

用
の
過程

が
、
検討

さ
れ
る
。

　

イ
ン
ド
の
民
軍関係を

で
き
る
限
り
イ
ギ
リ
スの

パ
ターン

に
従
わ
せる

と

の結論

を
、
イ
ギ
リ
ス人

が
出す

ま
で
に
は
長い

時間

が
かか

っ
た
。
その

転

回

点と

な

っ
た

の
は
、

一

　

九

〇

五

年

の
キ

ッ
チ

ェ
ナ
ー・

カー

ゾ

ン紛争

（大洋

ｎ
け
当の

「ｈ
日Ｓｐ

邑
智
長
の
）
で
あ

っ
た
。
こ
れ
によ

り

一
旦
は軍

人
が
勝

利
し
た
が
、
結
果的

には文

官

（イ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
の）

が
イ
ン
ド
問題

に

関
し
て
は
効
果的な

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そし

て一

九

一
〇年以後

文
民
は
、
軍部

に
対
する

財
政的

・ 行政的

支
配を

確
立し

た
。

第

一 次大

戦後

、
英印

軍正

規
将
校への

イン

ド
人の

任
官
が
増
加
し
た
。

彼ら

は
、
イ
ギ
リ
ス人

の
考える

将校

の

「
正
し
い
型
」
に合

致
す
るこ

と
を

求められ

た
。
また

イ
ン
ド
人
士
官
候補

生
に
与
えられ

た
訓
練
も
、
彼
ら
の

保
守的・

社
会
的
傾
向

合
格
会お

ｇ
お
目
） を

強め

た
。
その

教
育
は
、
連
隊

・

将校団・

副
王・ 国王

に
対する

忠
誠
を
強調

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
大部分

の
典
型
的
イ
ン
ド
人
将校

は
無
神経

に
、
こ
のか

な
り
愉快

で
報
酬
の
多

い
職

業
に従事

す
る
こ
と
に
満足し

ていたの

で
あ
る
。

　

◎

　

現
代
イ
ン
ド
に
お
ける

文
民
統
制

　

イ
ン
ド
に
お
け
る
圧
倒
的
な
文民

統
制
は
、
第
三
世
界
で
はほと

ん
ど
類
を

見な

い
状
況
で
ある

。
それ

が
ど
の
よ
う
に
し
て
維持され

て
い
る
のか

とい

う
問
題
が
、
ここ

で
取扱

わ
れ
る
。

　

①憲

法上

の
拘
束

　

イ
ギ
リ
スの

慣例に

従
い
、
軍部

に
対
す
る形

式的統

制
は大

統領

の
手中

にある

が
、
事実上の

統
制
は
首
相・

内閣

が
行
う
。
また

イ
ン
ド
の
防
衛
は



発展途上国における文民統制 Ｈ

憲
法
上
連
邦
管
轄事

項
で
あるため

、
連邦政

府
の
監
督
を逸

脱
し
て
野心的

な
将校

が
自
らの

地
方
総督的統

治

（の巴
冠
け
お
の
）を

作
り
あげる機

会
は
な

い
。
な
お独

立後

と
られた文

民
統制

強
化
措
置
も
、
注
目さ

れる

。
即
ち
独

立前に

は
強
力
で
あ
っ
た
陸
軍
を
犠
牲に

し
、
ある

程
度
陸
軍
と海・

空
軍間

の
不
均
衡
を
矯正

する

ことに

よ
っ
て
、
文
民
指
導
層
は
陸
軍に

対す

る実

質

的
影響

力
を
得た

。

　

②帰属

的要因

　

将
校
試
験
には

地
域・ 階

級・ 種族

上の

制
限
は
ない

が
全
て
英
語
で
行
わ

れる

ため

に
、
都市

・ 北

イ
ン
ド
出
身の将校

が多

く
な
っ
てい

る
。
士
官
候

補
生

への

教
育
も
英
語
を
通
じ
て
なさ

れ
る
た
めに

、
将校

とそ

の
周
囲
の
イ

ン
ド
的
環
境間の相

違
が
促進

さ
れ
て
い
る
。
ま
た

「非
尚武

的
」
合
ｏ ｐ

ヨ翼

富
巴
）
地
域出

身の

上
級司

令官

が
不
均
衡
なほ

ど
多
く
いる

こと

も
、
陸

軍
内
に
唯一

巨
大
な権

力
が
発展

す
るこ

とを妨

げ
て
い
る
。

　

③
政
党の統

制

　

独
立以

来
イ
ン
ド
に
単一

　

の
支
配政党

が存

在
し
てき

た
ことは

、
文
民統

制
を維

持する

上
で
助
けと

な
っ
た
。
軍
部
に
はた

と
え望ん

で
も
、
策
動
の

余地は

ほと

ん
ど
なか

っ
た
。
自
ら
の
権
力
を
確信

し
てき

た
会
議派

指
導
部

は
、
何
ら
か
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
政治

的
見解

を軍

部
自
体に押

し
つける

必

要
を感

じ
てこ

なか

っ
た
。
ま
た
連
邦政

府

・
官僚機

構に

加
え
て会

議派

は

州
政府

をも

支
配し

て
き
たために

、
個々

の将

校に

広
範
な賞

罰
を
与
える

地
位に

あ

っ
た
の
で
ある

。

　

④地

理的・

歴
史
的要

因

　

ここ

で
は
特
に
以下

の三つ

が
注目

さ
れ
る
。
第一

は
イ
ギ
リ
ス
時
代
の慣

習
を継承

し
て
、
軍
を絶

え
ず全

国
的に循

環
さ
せ
てい

るこ

と
で
ある

。
こ

れ
に
よ
り
幾
分かはコン

ト
ロ
ー
ル
が
容易と

な
っ
て
い
る
。
第
二
は
その

規

模
の
大
きさ

に
もか

かわ

ら
ず
イ
ン
ド
軍
の対

外交

渉
の低さ

（６
ミ
の ｏ
号
お
１

ｏ
ｎ
巴
８
巳

　

で
あ
る
。

イ
ン
ド
はほ

と
ん
ど
完
全
に国内

だ
け
で
、
将
校を

訓

練
す
るこ

と
が
で
きる

。
こ
れ
は大国の軍部と自

国の軍人との

結
び
つき

を
極
小
化
し
よう

とする

、
文民

側
の意図

によ

る
。
第三

は
その

中
で
軍
が

機能

す
る
ことを求める

環境

そ
れ
自
体
で
あ
る
。
軍
は
異
常
な
ほ
ど
多
様
で

異質・

無
秩
序
な
国
家
にお

いて

、
国
家維持機能を果

し
な
が
ら
も同

時
に

自
ら
の
限
界
をわ

き
まえて

い
る
。
複雑

な
イ
ン
ド
の政治

制
度を十分

に
運

営
すること

が
で
きる

と考える将校は

、
ほとん

ど
い
ないの

で
あ
る
。

⑤責任領

域
ー文民

の
専
門
知
識
と軍

部の役

割

イ
ン
ド
の公共生

活
にお

いて軍部を

目
だ
た
せ
ないた

め
の
試
みを

、
文

民は

組織的

に
行

っ
てきて

い
る
。
軍
部
に
対
し
名
誉
ある尊

敬
すべ

き
地
位

を認

め
る
に
し
て
も
、
その地

位
は政治・

行
政部門に従属す

る
も
の
で
あ

る
。
軍
部
の
自
尊心を

傷
つ
け
るこ

と
な
く
、
その

地
位
を縮小

・
統制

し
て

いる

。
それ

と共

に
防衛

・ 安全保障

問
題
に
関する

文
民
側
の
能
力
も
、
高

ま
っ
てきて

い
る
。
財
政上の

責任

は大

蔵・ 国

防
両
省
を
通
じ
て
、
厳
密
に

文
民の手

中
にある

。
軍
部
が
予
算配分

額
か
ら
たとえ

わずか

で
も
逸
脱
すれ

ば
、
必ず

説
明
を
求
め
られ

る
。
新兵

器・

増員

・ 軍機構

調
整の

要
求
に
対

し
ては

、
決定

過
程の

最
も
早
期
の
段
階か

ら
文
民
が
査定す

る
。
また重

要

な
作
戦上

の
決定

も
、
文
民の強

い影

響下に

ある

。
大部

分の政

治家・

ジ
ャ
ーナリ

ス
ト
そ
れ
に軍人

自
身も

公
的私的に

、
文
民
統
制
はそれ

自
体

良いもの

で
あ
ると

い
う
、
或
い
は
少
く
と
も
文民

統制

に代るよ

り良い

も

の
は
ない

と

い
う判

断
が
ある

の
で
あ
る
。

④

　

結論

　

イ
ン
ド
のケー

ス
に
お
け
る
特徴

は
、
軍部

の心理域

（ロ 場

合ａ

ｏ四
ｎ
色

艶
の
Ｅ
）の

操
作

によ

るコン

ト

ロ
ー

ル
に
比

べ
て
、
命
令

によるコ

ン
ト

ロ
ー

ルが

相
対
的
に
重
要
で
は
ない

と
い
う
点
に
ある

。

一
人の将校

の徴

募

・ 訓
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同
じ
く
民
軍関

係
の
形成に種族性

が
決定的

役
割
を果

し
ていても

、
全
く

異
な
る
政
治的

意義

を持

ち
得る

こと

、
②
両国

のケース

分
析に

よ
り文

民

統
制
概
念
の
識
別
を進

めるこ

とを意図

し
て
い
る
。

発展途上国における文民統制 Ｈ

の

　

マレ

ー
シ
ア

　

イ
ギリ

ス
人
により

一
九三

三年に創

設
さ
れた

マレー

連
隊（

８巴

き

閃
の
四
日の

己）

が
後
にマ

ラヤ

軍部の

中核

と
な
っ
た
が
、
こ
れ
はマレー

人
住

民
か
ら
主に募集さ

れたもの

だ
っ
た
。
この連

隊
は最

初
の
任
務

（
一
九四

一 年の日

本
軍との戦

闘
）
にお

いて

、
イ
ギ
リ
ス人が

期
待
し
た
忠
誠
を示

　

７^）

し
た
。
戦
後の

非
常事

態期

（
一
九
四八ー六〇年）

に
な
っ
て
、
マ
ラヤ

陸

軍の

種
族的性

格
が
政
治
的
に
顕
著に

な
っ
た
。
即
ち
、
主に中

国
人
か
ら
成

る
マ
ラヤ

共産党

を
主
敵
と
し
た
。
独
立
の見

通
し
が
明
らか

に
な
る
に
つれ

、

コミ

ュ
ナ
ルな緊張

も高まり初め

て
多
種
族
構
成
の連邦連

隊（

勺
の
特
色

　 　 　 　

（８
｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

｛ ９
｝

閃
ｏ四
日の

己
）
が
設立

さ
れた

。
連
盟
党

（ＰＥ

ＥＲ

℃
賢一
葛
）
が
権
力
を握

り独

立
が
付
与さ

れ
た時

（
一 九

五七

年
八
月
三一

日）

、
マ
ラ
ヤ
陸
軍は

多
種族的

に
な

っ
ていた

が

マレー

人が

優
勢

で
あ

っ
た
。
そ
の後

イ

ン
ド
ネ
シ
アと

の

「対決

」
期

（一

九
六三

ー
六
五
年
）に

再
度
軍
部
は
文民

指
導
層
に
頼り

に

さ
れ
、
急
速
に
拡
張
さ
れた

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　
　

　

一
九
六
九
年
五
月
のコミ

ュ
ナ
ル暴

動
が
初
め
て
、
軍
部の

種族

構
成
の分

岐と軍部

への

文
民
依
存
の程

度
と
い
う
問
題
を
、政治

的
中
心問

題
と
し
た
。

暴
動
鎮
圧に

政
府
が
動員

し
たのはマレ

ー連

隊
で
あ
り
、
従
来か

ら
の軍・

　

　　
　

警察

間
の不

信
も
緊張悪化を進

め
て
、
そ
の
限
り
で
文
民
統
制
は弱

め
られ

た
。
暴
動
後
国
家作戦会

議（

２
巴
お
口
巴
０
Ｏ
の 「
誓
お
口 の

ｏ
ｏ 日

覆ｒ

ｚ
ｏｏ

）
が
統

治機関と

な
っ
た
が
、
それは

マレ

ー
人
政治家・

高級

官
僚・

安
全保

障
将

校
間の密

接な

協力

を示唆

し
ている

。
彼
らの間にはス

タ
イ
ル
と観

点
の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（１３
）

自
然
な
収
束
が
存
在
し
た
と
思
わ
れる

。

　

エンロ

ーは

次
に
ま
ず
、
独
立後

増
大
し
た軍事

予
算
の
問
題
を
取
り
上
げ

る
。
し
か
し
こ
れ
は
文
民
統制

を証明する

も
の
で
も
、
反証

す
る
もの

で
も

ない

。
第
二
に
警察・

陸
軍
間
の
責
任分

配
の
問
題
を論

じ
る
が
、
両
者
の
調

整機

関
の
国家

防衛

評
議
会（

Ｚ
讐
Ｓ
Ｐ
色
０
の
納
口
お

ｏ
ｏ ‐ ロー

公
二
も
圧倒

的にマ

レ
ー
人
か
ら
成

っ
て
い
る
と
言う

。
第三

に
イ
ン
ド
人・

中
国
人
の
応
募
と
昇

進
のため

の主

な
チ
ャ
ンネ

ルと

し
て
空・

海軍

が
あ
る
が
、
こ
れも

陸
軍
で

は
ないこ

と
、
陸軍内

で
はマレ

ー
連
隊
が
首位

を占

め
て
い
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
彼
ら
の政策

に及

ぼ
す
影響の可能性

は大

い
に
減殺さ

れる

。

　

一
九七

四
年
八
月
の
総
選
挙
で
は
連
盟
党
を拡大

し
た新

た
な
国民

戦
線

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　

（Ｚ
舞
お
コ
巴
切
「ｏｐ
［）
が
圧
勝
し
た
。
ＵＭ

ＮＯ

の
党
指導者

は
古
い
国
民
統
合

の様

式
を
改
訂
するこ

とに

よ
っ
て
、
さ
し
あた

りは

軍部・

警
察

へ
の
即
時

的
依
存
を減少

し
て
きてい

る
。

◎

　

ガ
イ
ア
ナ

　

ガ
イ
ア
ナ
軍部の

ジ
レンマ

と脆

弱性

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の場

合
よ
りも一

層
鋭い

。
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
り

一
九
六
五
年
に
創
設
さ
れた

ガ
イ
ア
ナ
防
衛
隊

（０
に
長
日匝

０
の
給
ｂ ｏ ｏ

勺
ｏ
「ｎ ①”

００勺

）は

小
規
模

で
、
複
雑
な
組
織構造

で
は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　

ない

。
創
設
当
時は

、
政党

が
促
進
し
た種

族
分極化

の高揚期に当

た
っ
て

いた

。
Ｇ
Ｄ
Ｆは主

にア

フリカ

人
か
ら
構
成さ

れた

。
またマレ

ー
シ
ア
と

異
な
りこ

の国

で
は
、
警察（ こ

れ
ま
た主

にアフ

リカ

人
か
ら
成
る）

と
陸

軍間

に地

位の不

均
衡
はほ

とん

ど
ない

。

　

ガ
イ
ア
ナ
で
は軍

・
警察

と
支
配政

党
間
に
制
度
的障壁

を建

設
する

努力

　 　 　 　 　 　 　 　

（１７
－

は
、
見
ら
れ
ない

。
Ｇ
Ｄ
Ｆ
は
ガ
イ
ア
ナ
防衛

庁

（０
に
票
巨匝

０
鰍
ｇｏ ｏ

蘭
ｏ 巴

ｅ

の
監督

下
に
あ
る
が
、
その長

官
は
首
相
の兼任

で
あ
り
、
軍人

の
昇
進は

首

相
が
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
いる

。
特に将

校に

な
る
た
めに

は
、
ＰＮＣ

の党

員
証
を持

っ
て
いること

が
望ま

れて

い
る
。

一
九七

三
年
の
議会選挙

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

九



一
Ｏ

時
に
、
軍
部
は
選
挙干

渉
に
利
用さ

れ
た
。
し
かし

Ｇ
Ｄ
Ｆ
の
政
治
化を

加
速

する

こと

は
、
必ずし

も
文民

統
制
を
確
実に持続

させ

ると

は
限らな

い結

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

｛１８
）

果
を
、
生
み出

すことも

あ
る
だ
ろ
う
。

④

　

結
論

正

　

樹

　

エン

ロー

に
よ
れ
ば
、
真の

文民統

制
と
は
、
文
民の

設
定
す
る短

期・ 長

期
の
政
治
的
目
標に

奉
仕す

る
よう

に
、
制
服
の
強
制
組
織
を
動
員
す
る
文
民

当
局
の能

力
を
言
う
。
両国

に
お
い
ては

この

意味

で
の
文
民統

制
は
、
限
定

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
独立後

マ
レ
ーシ

ア軍・Ｇ

Ｄ
Ｆ
とも

唯

一

　

つ
の体

制

に
、ま
た唯一

　

つの

種
族社

会の

政治

支
配の

下
で
仕え

てきた

に過

ぎ
な
い
。

両国

軍
隊
の
種
族構

成は

、
文
民
が設

定す

る
目標

を
実
行
す
る上

で
軍
隊
を

不
利
な
立
場に

置
い
てい

る
の
で
あ
る
。

稲

（１
）
Ｏ ー
貰
貢
ｄ
良
く 賢

三
く
政
治
学

（０
０く
の ヨロ 器

具
）准

教授

。

（２
）
旧
英
領
植
民
地
で
あ
っ
た両

国
で
は
、
官
僚
で
はな

く長年

の
支
配
政
党の指導

者

　

た
る
文民

が
、
軍
事
組織

に対する権

能を行

使
し
て
き
た
。
し
かも

そ
の
政
党
は
単

　

一の

種
族社会

の
利益と密接

に
同

一
視
されてい

る
。
マレーシ

ア
で
は
連
合
マ

　

レー

人
国民組

織
（ｄ
巳
富
Ｑｇ

色
卿〈
Ｚ
誓
谷
口
巴○

経
匝
包
め ｍ
ｇ
ｂ
”
日長ｚ

ｏ
）
が
マ
レ
ー

　

人
と
、
ガ
イ
ア
ナ
で
は人

民
国民会議（

ャ
ｇ
ｂ
お
の
２
鑑
８
口
巴Ｏ

Ｏ 口
四
の の め”

℃
２
Ｏ
）
が

　

ア
フリ

カ人と

結
び
つ
い
てい

る
。
更
に両

国軍隊内の

支
配
的
種族

集
団と

、
独
立

　

以来

の
文
民政

党
支
配
集団

と
は同

一
で
ある

。
閃己

ｏの
ー
｛－ ≦

＝
巨

Ｏ
Ｂ
［さ
－
Ｏ
ー
ｇ
ｏ

　

ｇ－ － 粋

巴
く
］
日
旨

（ 品
げぢ
口
三
口
洋
の
ヤ
Ｅ
「巴の

ｏ ｎ
お
什節
の０

ーＱ

Ｃ
〈
残高鴎 ｂ

ｏ
ｇ巴

仰詩
ぶ
〜

　

甘言十

の
汗
口

の
ｏ
Ｊ
８

ｎ
欲
Ｊ
ｂ
・
の 一
・

（３）

政党

政
治
家は

、
種族

の
団
結

・ 不

安へ

の
ア
ピ
ールを

手段と

し
て
い
る
。
（急＆

）

（ ４

）潜

在
的
に
不
安定

で
分
裂
し
た
社会

に
おい

て
、
コ
ミ
ュ
ナ
ル
な
政
治的

優
位の

維

　

持
を
目
的と

し
てい

る
。
（洋裁

．）

（ ５）

即
ち
、
①党・ 軍

間
の結

び
つ
きは

ガ
イ
ア
ナ
の
方
が
よ
り固い

、
②
ガ
イ
アナ

と

　

異な

り
マ
レ
ーシ

アの

軍

・ 警

察
は
異
な
る
種族

より

な
っ
ている

、
③
警
察
の
果す

　

政
治的意味

が
特
に
顕
著
なの

は
マ
レ
ー
シアの方

で
あ
る
。
（ロ
．
段
．）

（６
）
それ

以前

に
イ
ギ
リ
ス人

植
民行

政
官が

依
存し

て
いた

の
は
、
イ
ギ
リ
ス
人部隊

　

と
主
に
イ
ン
ド
人
よ
り成る

小
さ
な
軍隊

で
あ
っ
た
。
な
お
イ
ギ
リス人

が
創
設
し
た

　

最
初
の
マレー

人
制
服部隊は警察

で
あ
っ
た（

一
八
七六年）

。
（８
．
＄
ー
ざ
．）

（７
）
この

間将校

の
ポ
スト

は
未
だ
イ
ギ
リ
ス人

が
占め

、
敵は外

国
の
侵略者

で
あ
っ

　

たの

で
、
マラヤ

陸
軍の

種
族
構成はほと

ん
ど
現
実の

重要性

を持

っ
て
いなか

っ

　

た
。
（ロ
．
． 一
←

（８
）
当初

中国

人
五
○％

、
マ
レ
ー人二

五
％
、
イ
ン
ド
人
そ
の
他二五

％
の構

成
が
予

　

定
さ
れ
た
が
、
非マレ

ー
人を

引
きつけ

る
の
は
難
し
く
、
最初

の
大隊

が作

られ

た

　

の
は一 九

五
五
年
のこと

で
あ
っ
た（

現
在
こ
れ
が
拡
張
されて

マレ

ー
シ
ア
偵
察隊

　

ｇ色

き
質
巴

刃
質ｏ

白
色
の の
当ｇ

ｏ
ｏ
き
の
と
な

っ
てい

る）

。

（ｏ ｏ

．

ー
鵡
．）

（９）

Ｕ
Ｍ
ＮＯ．

マ
ラ
ヤ中国人

協
会（

ｇ
色
き
ｍ
ｎ け ヨ

の 焔

＞
の の ｏ

ｎお
け８
口
＝
ｇ
ｏ
ｂ
）

・

　

マ
ラ
ヤ
イ
ン
ド
人
会
議

（ｇ色

き
鷲

吉ロ ー

当

ｏ
ｏ 口
轡
の
の め”

ｇ－

Ｏ
）の

三党

が
結
成
し
た

　

も
の
。
な
お
政
党
状
況

一 般について

は
、
ｏ ｈ

幻
．
の
．
耳目

の巨

Ｑ日

当
の

・
ｇ
き
” ｇ

　 　

下
げ
Ｎ＆” 音

防
食
Ｎ
ＱＯ

Ｏ Ｎ ＼ 飛 ー Ｊ Ｓ Ｓ飛 違

“
鳩Ｓ

ｓＰ
ぬ い 窃

塾 ” 〜
．
ぐ が

ｂ
ｎ ｏ
こ
く の 「

－
－ Ｃ ゴー

く の 【

塾
［く
０
一
切
ゴ
ロ
のけ

　 　

０
０
ー ヒ
ロ ー
寸 一 ｍ℃

Ｈ Ｏ の め

・
の 一
閉
口 ロ

．
一 Ｎ Ｗ

ー ー
Ｎ Ｎ Ｈ

・

（１０
）
恐
＆
Ｊ
８
・
Ｎ の め

ー
ｇｏ

．
及
び
池
端雪

浦

・ 生

田滋

『東
南
ア
ジ
ア
現
代史

１１
・
フ
ィ

　

リ
ピ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア・シ

ン
ガポ

ー
ル
』
山
川
出
版社・

一
九七七

年

．
三五〇

　

ー
三
五四頁を

参
照
。

（１１
）
こ
れ
に
つい

て
も
ｏ 一ｇ旨

の巨

ｏｇ

ｍ
長
く
－
起

き
Ｊ
ｏ
ｂ
．
一
ー
巳。

・

（１２
）
下
士卒

は
やはり

マレー

人が

多
か
っ
た
が
、
将校

に
は
中
国人・

イ
ン
ド
人も数

　

多
く
い
た
。

一 般

に
同
じ
マ
レ
ー
人
で
も聡

明
で
コ
ス
モ
ポ
リ
タン

な
者
が警

察に

、

　

教
育
のない

地方人

が
軍隊

に入ると

い
う印象

が
あ
る
。
なお

警
察は内務省

の
下

　

にあ

り
、
正
規
の部隊

の
他
に
半
軍隊的な

警
察
野
戦
隊
を
持
っ
ている

。
（耳
．

　

　 　
　
　
　
　
　
　　

（
１３
）
さら

にア

ブ
ド
ゥ
ル

・
ラ
ザク（

一
口
口

　

ｂＢ

Ｃ
－

　

閃
巴
畏

）と

フセ

イ

ン・オン

　

（工
転移

旨
Ｏ
Ｂ
） 両首

相
が
軍人

と
同
様
の
経
験
を
共有して

いる

こ
とも

、
収
束
を

　

助
け
てい

る
。

（ロ
．
の
器
』
会
の
８
．）

（１４
）
象
長
Ｊ
ｂ
．
胃
．な
お
封
目聡

勺
・
０
こ
さ
［三
国守

口
答俗

ね ョ

の日
舞
８
ロ
ヨー ≦－ 厚

岸く

　

ｏ
軽
ｍ ｈ ｒ
－鉦
［８
ロ の

　

”
閃
日
目
仰

　

〜 当
ｏ

　

ｇ
凹
鯖
誘
お
〜一
口

　

Ｏ
匝
ｇ
四
日
の

　

ｇ
・
図
の
ヒ 誓

蜜
も
の
Ｑ
Ｊ

　

ｂ
ｏミ
ド
ロ
ト ミー

ミ
雲き

め
Ｌ 凍
結
書
ｈ

ｏ
ｇぬ ｂ Ｓミ

ーき
Ｎ

Ｎ 蕩凄へ

話
詰め

‐
閃
き残

そ

出巳

の一
切
鑓
勾
の

　

－ Ｓ

Ｐ
ロ
．
ｗｐ
も参

照
。

（１５
）
ＵＭＮ０

・ＭＣ

Ａ・ ＭＩ

Ｃ
・
イ
ス
ラム

党（

Ｐ
Ｉ）・

マレー

シ
ア人民運

動

　

党（

ゲ
ラ
カン

）
・ 人

民
進歩

党（ ＰＰＰ）

が
形
成
し
た
。

（１６
）当

時ジ

ャ
ガ
ン

（Ｏ ロ
のｏ Ｑ

お
ね
ｍ ｂ
）を

リ
ー
ダ
ーとす

る
人
民進歩

党

（℃
の ｏ
ｂ
后
の

　

ャ
「 ｏ
舞
窮め

ぎ
の
℃
霞ｇ１

イ
ン
ド
人が

支
持
）と

、
バ
ー
ナム

（町
０き
の め

Ｗ
自
己品

ョ
）を

　

リ
ー
ダ
ーとする人

民国民会

議

（℃
き
ロ
冨
の
Ｚ
ｍ立
ｏｂ
巴ｎ

ｏ ｂ
四
のの め
ーアフリ

カ
人が



　

支
持）と

が
対立

し
た
。
（ロ
』①

．）

（ ”

）
綿 貫
ド

ロ
．
標
．

（１８
）
その

意
味
で
、
現
在の

バ
ー
ナム

が
指導

す
るＰＮ

Ｃ
体
制に代

わ
っ
て
別
の体

制

　

が
で
きると

し
て
も
、
ＧＤＦの

制
度
的
基礎

は不安

定なまま

で
あ
ろ
う
と
言
う
。

　

（ロ
．
ゆ Ｎ
．）

（１９
）従

っ
て
、
文民統

制
が
①
単
に一

　

つの政

治
体
制
への軍部の服従を示

唆
する

だ

　

け
で
、
②
真の

国
家
制
度と

し
て
の
正当

性
を
軍隊

が
失
う
ほ
ど
体
制
と
軍隊間

の
均

　

衡
に
依
存し

て
、
ま
さにコ

ミ
ュ
ナ
ル
集
団間の

敵
意を生み

出
し
、
③乏

しい

政府

　

財
源
を軍隊

に
振
り
向けると

い
う
高
価
な
代償

を含む

も
の
である

なら

ば
、
文民

　

統制

は
全
く
の
酸
敗
を
呈
す
るこ

とも

あろう

。
（ロ
も
じ

四

　

フ
ィ
リ
ピ
ンにお

け
る軍部の文

民
統
制
の
基
礎

伝
房
「 ≦
６０

０
Ｄ

ｏｇ ｓ

の添
）

発展途上国における文民統制 Ｈ

①

　

序
論

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１

本章

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の政治

制
度
にお

いて

、
「
ユ
ニー

ク
な
戒
厳令の施

行
」
を
もた

ら
し
た
基
礎
とな

っ
て
きた要

因
を明

ら
かに

す
る
。
フ
ィ
リ
ピ

ンは

かつ

て軍部

が
文
民優越

の
原
理に忠

実
で
あ
り
、
今も忠

実なま

ま留

ま
っ
ている

体
制
で
あ
る
。
な
お
ウ
ェ
ル
チ
が第

一
章
で
述
べ
た
文
民統

制
の

五つ

の
手段

の
う
ち
、
「
政
党

の
コン

ト

ロ
ー

ル
」
は
、
明
らかに

フ
ィ
リ
ピ
ン

のモ

デ
ル
に
妥
当
しない

。

　

の

　

歴
史
的
要
因・

憲
法上

の
拘
束

・ 帰属

的要

因

・
限定

さ
れた責任領

域ー文

民統

制
の
基礎

　

①フ

ィ
リ
ピ

ンに

お
ける

「
文
民

の
優
越
」
は
、
植民地

・コモン

ウ

ェ
ル

ス
時代アメ

リカ

の
保
護
下に

教え

込ま

れ
た一

　

つの価

値
で
あ
るこ

と
が
、

強調

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
それ

は
、
「文
民
の権威

」
とい

う
徳目

を含

む
自

由主

義的民

主的伝統

の
理想を強調

し
た
、

一
九世紀

フ
ィ
リ
ピ
ン
民
族主

義
者
の
著
作

・ 演

説
に
も見

られる

もの

で
あ
る
。
従

っ
て
合
衆
国
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
に対

する

貢献は

、
こ
の
理
想を支

持
し
、
特
定
の
行
動
を通

じ
て
その

実
現
を奨励

し
たこ

と
に
あ
っ
た
。
文
民
行政機関

と政

党
制
度
の発

展
に
よ

り
文
民
のエリ

ー
ト
は
、
自
ら
の正当性

に対す

る軍

部の

脅
威
を恐

れ
ず
、

政治

発展の

危
機に

対処す

るこ

と
が
で
き
た
。
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人の

民族

主義者・

進
歩派

、
アメ

リカ

人の植民

地

ー
コモ

ンウ

ェ
ルス

行政官は

、

軍
事
革
命
より

は
む
し
ろ
教
育
を
通
じ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
発展

さ
せる

と
い

う
、
共通

の関

心を持

っ
ていた

。
この

状
況は

二〇世紀

の半

ば
ま
で
続
く
。

そ
し
て独

立後

の
二
六年

も
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
、
文
民の優

越
を
確
保
す
る
た
め

に
より伝統

的
な
方
法
に
固
執
し
てい

る
こと

を
、
如
実に示

し
て
い
る
。

　

②
民
軍
関係

の
基礎

を
す
えた

ものと

し
ては

まず

、

一
九三五

年
の国

家

防
衛法

（Ｚ
国“８
口
色
○
の
冷
房の

Ｐ
Ｒーコ

モ
ンウ

ェ
ル
ス
法
律

一 号

）
が
指
摘
さ

　

＾ ６
｝

れる

。
ま
た

一
九三五年

憲法

で
は文

民
の
優
越
を
確保

するために

軍
部の

上
に
大
統領

が
置
か
れ
、
議院

内
閣
制
を採

用
し
た一

九七三年憲

法
で
は
軍

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　
　

部は

首
相に

責任

を負

う
ことにさ

れた

。

　

一
九
四
六
ー
七
二
年
の大

統
領
のコン

ト

ロ
ー
ル
に
対
す
る軍

部の

共鳴

は
、
こ
れ
らの

理想

主
義
的
な憲

法
規
定
に
のみ

依
存
し
たの

で
は
なか

っ
た
。

文民

の
優
越は

政治的

社会化過

程を通

じ
てフ

ィ
リ
ピ
ン
政
治文

化の一

部

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

８^
Ｊ

とな

っ
た
が
、
そ
れ
には

プ
レ
ス
と
国会内

の
野
党
の
働
き
が
有
効
で
あ

っ
た
。

また

フ
ィ
リ
ピ
ン軍

（
Ａ
ＦＰ

）もそ

の
教育

計画

を
通
じ
て
、
「文
民
優
越
」

　 　 　 　 　 　 　 　

｛ ９ 〕

原
理
を強

調
し
た
。
少
く
と
も
こ
の
期
間
を
通
じ
てＡ

ＦＰは

、
そ
れ
自
体
文

民統

制
に
代
わ
るべ

き
選
択
肢
で
は
な
か
っ
た
。

　

③
上
述
の環境的

要
因と同様に重要

なも

の
は
、
第二次

大
戦後

の
形
成

期
に
おける

有能

な文民

諸
制
度
の発

展
で
あ
っ
た
。
対日

協力

問
題

（Ｏ
Ｂ
‐

一

　

一



：一

（ ＝｝

稲
正

　

樹

館ｇ

Ｈ讐
８
巳

・
フ
ク

（出鼻

）
の
挑
戦・ 暴

力
的腐敗

選挙な

ど
に
もかかわ

ら
ず
、
政
治
過
程
は
機能

し
続
けた

。
「
その結

果
干
渉
するための

正
当
な
理

由
を
決
し
て持

つこ

との

な
い
軍
部
を
もたら

し
た
」
も
の
は
、
文民部

門に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（１２
）

よる

持
続
し
た

「効
果的な

」
支
配
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
Ａ
Ｆ
Ｐの

規模

の
小
さ
麺
と
、
合
同
合
衆国軍

事
顧問

団Ｃ

ｅ
己

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

“^
｝

ｄ巳

葛
Ａの

“誓
の
め
８巳

［賢
く
＞
Ｑ
く
冴
０ 「
く
０
「ｏ
Ｓ

」
ｄのｇ

〉０

）
の
存
在
も
、
軍

隊
の
政治的干

渉を

抑
制
し
た
要
因
で
あ
ろ
う
。

　

④
以
上の

要
因
よ
りも

軍部の

従
属
を
促
進
せ
し
め
た
よ
り
積極的なも

の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

１^５
ｖ

に
、
まず

「
マラ

カス

」
（ョ
巴
餌 葛の

）
とい

う
言
葉
が
示すと

ころの

、
軍部

の
利益

に
対
す
る
文民

エ
リ
ー
ト
の
反
応の

良
さ
が
あ
る
。
軍人

達はすべて

、

マ
グ
サ
イ
サ
イ

（国防

長官

・ 後

に

一
九
五
三ー

五七

年大

統領

）と

い
う
彼

らの

制
度
目標

のチ

ャ
ン
ピ
オ
ンと

、自
分
達
を同

一
視す

る
こ
と
がで

き
た
。

また

一
九
六
五
年
に
大
統領

に
就
任
し
た

「
マ
ルコ

ス
と
の
マラ

カ
ス
」
も
、

感
じ
るよう

に
な
っ
た
。

　

次
にフ

ィ
リ
ピ
ン軍

将校の

職
業
の現

実
も
、
も
う

一

　

つ
の
積極

的
要
因
で

　

（１６
）

あ
る
。
その第

一は

、
将校団の

構
成
が
同
質的

で
も
社会

の
エリー

ト
代
表

で
もな

い
点
で
あ
る
。
第二

は
、
軍
の
職
業
化を

抑
制
し
て
きたと

言
われ

る

昇進

制
度
で
あ
る
。
昇
進
の
た
め
には任

用
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
ある政

治家

に
、
従
属
する

こと

が
必
要
と
さ
れ
る
。
第
三
は
、
社会

か
ら
ＡＦＰ

が
分
離

す
ることを防

い
で
い
る将校

の
生
活
環境

で
あ
る
。
第四

は
、
Ａ
Ｆ
Ｐの任

務
が

「国
内軍

」
で
あ
る
こ
と
が
、
軍
人
の家

族を

市民

社
会
に
同

一
化
させ

て
いる

。
最後

に三〇

年勤

務
後
の強

制
退
役
制
も
、
文民の

社
会
と
の
同一

化を

促
進
さ
せ
て
き
たと

言え

よう

。

（１）

ｑａ

［三洋

巴
の め

ｇ日

［巴

ｂ
Ｓ
島
ヨ
て
社
会
科
学
助
教授

。

（２
）
一
九
七二

年
九
月
二
一
日
マ
ル
コス

（勺
☆
Ｑ Ｅ

Ｅ
Ｑ財ｇ

日
８の

）
大
統
領
が
宵
三口
し

た
。

（３）二

大
政党の

国民党（

Ｚ
か ｎ
６
扇
ご
誓
…
の
）
も
自由

党（

ｒ
き
費
巴
の
）
も
、
国
軍へ

鼓
吹

　

する特定の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
公
言
し
て
いな

い
。
ｏ
ｏ毎げ

の頑
－
↓葛

留
め窃
ｏ
ー口

・

　 　

く
ロ
ー匝 一 口

ｏ
ｏ ｂ
［ＨＯ
ー
Ｏ
Ｈ
ヰー
の
？ 凸
－ ロ
［ｍ 白
く
－コ
［
①
℃
ロー ロ

ロ
ロ
ー□ ①
のキ
ー
ｂ
ご く
の
－ ｎ ” ゴ

ー
①
鎚
・▼
ｏ ｂ

ｎ
欲
・▼
□
・

　 　

－ 。
ｏ
・
戦後

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
党
制に

つ
いて

は
例え

ば
、
Ｏ一

Ｏ
鍔
－
直

巨
Ｑ
か
壱
ｍ
‐

　 　

［ーゅ
の鴎 □

凡℃

ｏ
ロ
ロ
○ ①

ーロ
［け
①
℃

ヒ ー
ロ ロ
ーロ
① ①
≦
． 心 額音”

Ｎ
の
Ｎ

岱
Ｙ
く びー

．
＜十 口 日

］Ｚ
Ｏ
．
①
．

（
４
）
０
① ｏ べ

鞠

問
’
↓
き
ざ
『－

き

ｂ ぷ 畏

せ
甘
さ
携ミ

ＲＳ

飛

ミ
き
Ｑの

登
院

ｂ
Ｓ

待
ミ
の
ミ

　

ｂ
ｐ
１
Ｎ
飛 洗
き
Ｓ

Ｚ
①≦
べ
ｏ洋
‐
淳
ａｇ

ｏ汗
Ｐ平

卿 ①
㈹
①ヨ
ー リ
の終
り
・
品
ー」
鷺
．
ａ

Ｂ
Ｃ

（５
）
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
はここ

で
、
「文民政府

」
と
いう

フ
ィ
リ
ピ
ン人の

価
値
をと

り

　

わ
け反

映
し
ている

もの

と
し
て
、
ホ
セ・

リサー

ル

〇
Ｏ
の の

初
．
摂
Ｎ
巴
）の『

ノ
リ・

　

メ
・タ

ン
ヘレ』（

Ｚ
ｏ－－ ｇ

の
一
ｇ
的
の吊ー

邦訳

岩
崎玄・

井村

文
化
事
業
社
刊
）を

あ

　

げ
る
。
ｅ
」
辰

口
暑
の
ご

（６
）
同
法
第

一
条二

節

「文民権

力
は
常
に優

越
する

。
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統領

は
全
軍
最

　

高司令

官
と
し
て
、
常時

動員

措
置
の
準備

に
責
任
を
負う

。」
（８
・
８Ｎ

ｆ
ー 富

．）

（７）

三五

年
憲
法
第七

条

一 〇

節
二
項
。
七
三
年
憲
法
第
九
条：一

節
。
な
お
七
三
年
憲

　

法
は第

二条

八節

で
も
文民

権
力
の
優越

性
を
規定

し
ている

。
同
ロ
コ
Ｑ
Ｃ の

　

ｇ
・

　

勺
の 日当

Ｑ
ｏ
ー

だ

ｏ
ｏ浸
蝕
尽
き
ミ
ミ
ド
飛
ｂ ぷ 畏

せ
６
言
携
－
Ｚ
の き

く
ｇ
封

ｏ
ｎ 器コ

ド
ーリド
・

　

　 　

　
　 　 　

　 　
　 　 　

　

（８
）
そ
の
典型例と

し
て
、
一 九五九

年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和国

第
四
次国会第二

会期

　

に
文民

統
制に関する八

立法が

提出

さ
れ
たこ

と
が
、
注
目され

る
。
ア
グ
バ
ヨ
ニ

　 　

（＞
・
町
’
ｂ
等
匝さ
口
ご議

員による

「
フ
ィ
リ
ピ
ン正

規
軍・

予
備
軍の

現
役

・ 退役

　

軍人の

国
防
長
官

・ 同次

官
への

任
命を

禁
じ
る
」法
律
案
、リ
ゴ
ッ
ト
（蘭
．
一
．口
答
［）

　

議
員のク

ー
デ
タ
ー行

為
には死

刑
の
適用

を
求
め
た提案

、
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍

　 　

（＞
「 日
程町

Ｒ
Ｂ
の
０ー
洋
の
℃ Ｅ

Ｂ
リ
ヨ
① の”

＞ｈ ｌ ℃

）
から

フ
ィ
リ
ピ
ン
警
察隊を

分
離

　

する

ことを

求
めた

ゴ
ン
サ
レス（

・

　

Ｎ
．

　

ｏ
ｏ 口
鉦
お
の
）
議
員

の
提案

な
ど
。
（ロ ロ

　

Ｈ Ｏ Ｗ

Ｉ
－ ０
心
し

（ ９

）
フ
ィ
リ
ピ
ン兵

士操興は次の

言
葉を

含
ん
で
いる

。
「私は

フ
ィ
リ
ピ
ンの

兵士

で

　

ある

。
私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン共

和
国
憲法を

支
持
し
擁
護
す
る
。
私
は
戦
時
平
時
を
問
わ

　

ず
、
軍
に
対
する

文
民
権
力
の
優
越
を
支持す

る
。」
（ロ
ー 定

．）

（１０
）
こ
の
状態は

マ
グ
サ
イ
サ
イ

（閃
仰 日

ｏ ｂ

ｇ
ｍ鍵
めき
めき
）
が
一 九五

〇
年
に国

防
長官

　

に
な
るま

で
続い

た
。
（や

５
ど

（
１１
）
これ

に
つい

て
は
、ＯＨ

岡
当の

札 行

こ
．

残
さご

碑
ー

き鄭

Ｒ
む
如
き
飛
ｓ
Ｎ

ｂ

の
き
き

　

ミ
ｂ
Ｓの 口

養

わ
飛 Ｓ

簿喜

ぶ
Ｎ
ｂ
ふ 畏
慧
ｓ
讐
携

　

帯
「諾お

℃
－
□
口

の 「 の

洋
〈
ｏ
ー
Ｏ Ｅ

き
ヨ
ぶ

　

　
　 　 　 　

　
　 　 　 　

　

（１２
）
フ
ィ
リ
ピ
ン大学行

政
学
部
長
デ
グ
ス
マン

（閃
ｍに
ー ℃

．
ｂ
ｏ
ｏ
に Ｎ
日胃

）
の意見

。
（や
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